
本
年
は
、
平
成
七
年
四
月
、
改
組
転
換
に
よ
っ
て
四
年
制
大
学
と
し
て
発
足
、
今
年
三
月
末
に
四
年
の
満
了
を
迎
え
る
。

当
然
の
こ
と
な
が
ら
身
延
山
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
も
軌
を
一
に
し
て
い
る
が
、
本
研
究
所
と
し
て
は
鋭
意
体
系
的
な
研

究
を
す
す
め
る
べ
く
諸
準
備
を
す
す
め
て
き
た
。
そ
の
問
、
「
東
洋
文
化
研
究
所
所
報
」
第
一
号
、
第
二
号
を
発
刊
、
第

一
号
で
は
、
身
延
山
に
ゆ
か
り
の
深
い
波
木
井
実
長
（
法
寂
院
日
円
）
の
七
百
遠
忌
を
記
念
し
て
特
集
号
を
組
み
、
ま
た

第
二
号
で
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
関
す
る
問
題
を
と
り
あ
げ
、
「
女
人
成
仏
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
特
集
し
て
き
た
。
本
号
で

は
、
本
年
六
月
、
身
延
山
第
十
一
世
行
学
院
日
朝
の
正
当
第
五
百
遠
忌
を
迎
え
る
こ
と
に
鑑
み
、
日
朝
に
関
す
る
論
稿
を

掲
載
し
、
そ
の
記
念
号
と
し
て
刊
行
し
た
。
一
つ
は
、
日
朝
が
日
蓮
聖
人
遺
文
に
註
釈
を
加
え
た
『
御
書
見
聞
」
四
十
四

巻
の
中
、
「
観
心
本
尊
抄
私
記
』
五
巻
と
「
観
心
本
尊
抄
見
聞
』
三
巻
を
主
資
料
と
し
て
論
考
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
二
つ
は
、
日
蓮
聖
人
の
伝
記
を
記
し
た
「
元
祖
化
導
記
」
二
巻
を
主
資
料
と
し
て
、
そ
こ
に
引
用
さ
れ
て
い
る
宗
祖

の
遺
文
に
つ
い
て
考
察
し
た
も
の
二
点
で
あ
る
。

因
み
に
日
朝
は
、
字
を
鏡
澄
と
い
い
、
応
永
二
十
九
年
（
一
四
一
三
）
正
月
五
日
、
伊
豆
の
宇
佐
見
に
生
を
う
け
た
が
、

幼
な
く
し
て
父
を
失
い
、
伯
父
夫
婦
に
養
育
さ
れ
て
い
た
。
永
享
元
年
（
一
四
二
九
）
四
月
八
日
、
八
歳
の
折
、
一
乗
坊

日
出
に
請
わ
れ
て
出
家
得
度
、
兄
弟
子
日
執
の
薫
育
を
受
け
て
成
長
し
た
。
十
九
歳
の
時
、
当
時
関
東
天
台
の
中
心
と
し

て
隆
盛
を
き
わ
め
て
い
た
武
蔵
国
仙
波
郷
（
現
埼
玉
県
）
の
無
量
寿
寺
（
仙
波
檀
林
）
に
赴
き
、
お
よ
そ
五
年
間
に
わ
た
っ

て
天
台
学
を
修
め
た
。
そ
の
問
、
佐
渡
の
霊
跡
を
巡
拝
、
京
都
に
も
遊
学
し
た
が
、
二
十
歳
の
時
に
三
島
本
覚
寺
を
、
そ

巻
頭
言



し
て
三
十
八
歳
の
時
に
鎌
倉
本
覚
寺
を
ゆ
ず
ら
れ
、
両
寺
を
兼
務
し
た
。
し
か
し
寺
の
維
持
管
理
を
代
務
者
に
ま
か
せ
、

自
身
は
、
足
利
学
校
に
お
い
て
儒
学
を
学
び
、
さ
ら
に
京
都
加
奈
良
、
比
叡
山
に
お
い
て
諸
宗
の
教
義
を
学
ん
だ
。
特
に

京
都
で
は
、
本
覚
寺
日
住
の
も
と
で
宗
学
を
修
め
た
。
四
十
一
歳
、
寛
正
三
年
（
一
四
六
二
）
に
、
身
延
山
第
十
一
世
に

晋
ま
れ
、
明
応
九
年
（
一
五
○
○
）
六
月
二
十
五
日
、
七
十
九
歳
を
も
っ
て
身
延
山
東
谷
・
行
学
院
覚
林
坊
に
お
い
て
遷

化
さ
れ
る
ま
で
、
三
十
八
年
間
に
わ
た
っ
て
身
延
山
久
遠
寺
の
経
営
に
腐
心
さ
れ
、
発
展
の
基
礎
を
築
か
れ
た
。
室
住
一

妙
氏
は
、
日
朝
の
身
延
在
山
の
期
間
を
（
二
身
延
山
経
営
時
代
と
（
二
）
補
施
集
時
代
に
分
け
、
前
者
の
十
九
年
間
は
、

①
信
行
制
度
の
樹
立
、
②
教
学
の
総
合
研
究
、
③
本
院
の
移
転
拡
張
工
事
、
④
祖
書
の
蒐
集
謹
写
と
註
釈
と
い
う
報
恩
事

業
の
完
遂
で
あ
っ
た
と
い
う
。

い
ず
れ
に
し
て
も
日
朝
は
、
大
坊
を
現
在
地
に
移
転
、
諸
堂
の
建
立
・
整
備
な
ど
の
寺
門
経
営
、
そ
し
て
日
蓮
聖
人
遺

文
の
蒐
集
・
「
録
内
御
書
」
の
書
写
、
『
録
外
御
書
」
の
蒐
集
等
々
の
教
学
、
さ
ら
に
は
門
弟
の
教
育
に
尽
力
さ
れ
た
の

最
後
に
、
本
記
念
号
が
日
朝
上
人
の
顕
彰
に
大
い
に
資
し
、
ま
た
当
研
究
所
発
展
充
実
の
一
助
と
な
る
で
あ
ろ
う
こ
と

を
記
し
て
結
び
と
し
た
い
。

で
あ
る
。平

成
十
一
年
二
月
二
十
五
日

身
延
山
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
長

巾
‐
里
十
止
口

、
”
一
勾
旧
’
，
、
ｗ
″
ｆ
Ｏ
、
ｖ
〃
紅
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祐
識


